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松
ま つ や ま し

山市
〒７９０－８５７１
　松山市二番町四丁目７番地２

電話
番号

（０８９）
９４８－６６８８

地域
指定

離島　過疎　山振　辺地（６）　農振　
国立公園　県立公園　国際会議観光都市
ITビジネスモデル地区　オムニバスタウン

FAX
（０８９）
９３２－２４０８

（代表）

https://www.city.matsuyama.ehime.jp/

明２２．１２．１５　市制施行
　４１．４．１　編入　朝美村　雄群村　素鵞村　道後村
　　　　　　　　　の各一部
大１２．４．１　編入　道後村の一部
　１５．２．１１　編入　朝美村　雄群村　素鵞村　御幸村
昭  ７．２．１　編入　道後湯之町の一部
　１５．８．１　編入　三津濱町　和氣村　久枝村　堀江
　　　　　　　　　村　潮見村　味生村　桑原村
　１９．４．１　編入　道後湯之町　生石村　垣生村
　２９．２．１　編入　興居島村
　 １０．１　編入　余土村
　３０．５．１　編入　久米村　湯山村　伊台村　五明村
　３４．４．１０　編入　浮穴村
　３６．１２．１５　編入　小野村
　３７．４．１　編入　石井村
　４３．１０．２５　編入　久谷村
平１７．１．１　編入　北条市　中島町

〈沿　革〉

　慶長７年（１６０２年）から２５年の歳月をかけて、加藤嘉明
が勝山山頂に築城した「松山城」の名に由来する。

〈由　来〉

区　分 名　前 任　期

市　長 野
の し

志　克
かつひと

仁 令和４．１１．２７

副市長 梅岡伸一郎
北澤　　剛

令和５．６．１１
令和４．７．９

議長 若江　　進　副議長 渡部　克彦

議員 （条例定数）

（現　　員）

４３人

４３人

任期 　令和４．５．２４

普通会計 ２，９２１人

企業会計 ２４７人

その他会計 １７８人

計 ３，３４６人

〈行政組織〉
（令和 2. 4. 1現在）数員職（令和 2. 7. 2現在）　会議（令和 2. 4. 1現在）

　本市は、県の中心部に位置し、東に四国山地を背景と
し、西は波静かな瀬戸内海を望む松山平野の中心を占め
る。市街地は松山城を中心に発展を続け、明治６年愛媛
県庁が設置され、同２２年市制が施行されて以来、政治経
済の中心都市として成長。さらに戦後、戦災復興都市計
画の実施で、市街地・交通体系の整備などにより近代都市
へと面目を一新する一方、商工業都市としての性格を強
めた。今日では総合的な都市機能を備え、平成１２年４月
には「中核市」に移行した。平成１７年１月には北条市・中
島町と合併し四国初の５０万都市となり、多様な自然や文
化と都市機能が調和した都市としての新たな魅力・活力
の創造を目指している。

〈市町のあらまし〉

建物名称 建築 改築 主な増改築箇所
本　　館 昭４９ 平１５ 耐震改修
別　　館 昭３７ 昭５０

平１４
本館建築に伴う改修
耐震改修

第３別館 昭３８ 昭５５
平 ９

購入
全面改修

第４別館 昭３１ 昭４８
平 ８

取得
全面改修

〈庁舎の建設年度〉

区　分 平２国調 平７国調 平１２国調 平１７国調 平２２国調 平２７国調 令２１．１住基

人　口 （３．１％）
４８０，８５４

（３．４％）
４９７，２０３

（２．２％）
５０８，２６６

（１．３％）
５１４，９３７

（０．５％）
５１７，２３１

（△０．５％）
５１４，８６５ ５１１，３１０

男 ２２７，３２３ ２３５，１０４ ２３９，５１６ ２４２，４６３ ２４１，５８６ ２４１，６５６ ２４０，１７８

女 ２５３，５３１ ２６２，０９９ ２６８，７５０ ２７２，４７４ ２７５，６４５ ２７３，２０９ ２７１，１３２

世帯数 １７３，６４４ １９１，０８３ ２０４，９２４ ２１６，１６０ ２２４，１７８ ２３０，５０９ ２５０，３６８

率減増は）　　（〉数帯世・口人〈



事　　　業　　　名 事　業　費 事　　　業　　　名 事　業　費
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市

区　分 総生産額（平２９年度） 就業人口（平２７国調）

第１次 １１，５７３　　　　　　　　０．７　％ ６，９５７ ３．２　％

第２次 ２４２，０３４　　　　　　　１４．５　％ ４０，６６８ １８．８　％

第３次 １，４２０，１７４　　　　　　　８４．９　％ １６９，２４２ ７８．０　％

計 １，６７３，７８１　　　　　　１００．０　％ ２１６，８６７ １００．０　％

〈産　業〉　産業構造

（注）「総生産額」の計欄は帰属利子の控除等を行っており、「就業人口」の計欄は分類不能の人数を含む。

（百万円・人）

品　　　　　名 製造品出荷額等

９０,２１０生産用機械　

８4,８４４はん用機械　

１人当たり
市町民所得

千円
２，５１９

）度年９２平（　得所）年０３平（　業造製要主 （百万円）

業事設建な主の後今令和元年度の主な建設事業 ）円万百（）円万百（

区　分 １４歳以下 １５歳以上６４歳以下 ６５歳以上

人　口 ６４，９２５　人 ３０３，０２４　人 １２８，６５８　人

構成比 １２．６　％ ５８．９　％ ２５．０　％

男 １９７，９８７　人

女 ２３０，２６９　人

計 ４２８，２５６　人

年齢構成　（平２７国調） 選挙人名簿
登録者数　（令和２.９.１現在）

総　面　積 林野面積 林　野　率 経営耕地面積 宅地化率
令和２.７.１
（㎢） 田 畑 樹園地 令元.１.１

４２９．４０ １８，９０８ ４４．０ ３，４２２ １，３０５ ２００ １，９１７ ２１．５

）％．ａｈ（　）在現１．２．７２平（〉用利地土〈

公共下水道

松山外環状線（地域高規格道路）整備

松山駅周辺土地区画整理

道後温泉本館保存修理事業

公立保育所建替

姫ヶ浜荘整備

公共下水道

松山外環状線（地域高規格道路）整備

松山駅周辺土地区画整理

道後温泉本館保存修理事業

公立保育所建替

５,６９３

１５

２,９００

２９７

２８２

１２６

４２,０００

８,３４３

１５,９０５

１,６０３

５５
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名勝旧跡
観光施設

道後温泉　松山城　松山城二之丸史跡庭園　坂の上の雲ミュージアム　子規記念博物館　子規堂
石手寺　太山寺　大宝寺　松山総合公園　愛媛県県民文化会館　県美術館　萬翠荘
坊っちゃん列車　鹿島公園　高縄山

祭　　り
催 し 物

椿まつり（旧暦１月７～９日）　松山春まつり（道後温泉まつり３月１９～２１日、お城まつり４月第１土曜日・日曜日）
北条鹿島まつり（５月３・４日）　櫂練り踊り（５月３日､１０月中旬）　風早海まつり（７月最終土曜日）
松山港まつり（８月第一土曜日）　松山まつり（８月第二週金・土・日）　トライアスロン（８月下旬）　
松山地方祭（１０月上旬）　興居島船踊り（１０月第一土曜日）　北条秋祭り（１０月中旬）

公　　営
宿泊施設

ＫＫＲ道後ゆづき、愛媛県市町村職員えひめ共済会館、愛媛県障害者更生センター道後友輪荘、
エスポワール愛媛文教会館、公立学校共済組合道後宿泊所にぎたつ会館、姫ケ浜荘

竹工芸品　伊予かすり　姫だるま　姫てまり　水月焼　一刀彫（十二支）　伊予柑　みかんジュース　紅まどんな　せとか
緋の蕪漬　小魚珍味　五色そうめん　タルト　羊羹　醤油餅　坊っちゃん団子　鯛めし　ぼっちゃん島あわび　カラマンダリン
瀬戸内の銀鱗煮干し　松山長なす　松山一寸そらまめ　伊台・五明こうげんぶどう　松山ひじき　グニーユーカリ

道後温泉本館　道後温泉別館　飛鳥乃湯泉　椿の湯　城山公園（松山城・松山城二之丸史跡庭園）　坂の上の雲ミュージ
アム　子規記念博物館　松山市民会館　松山市北条市民会館　総合コミュニティセンター　コムズ（まつやま男女共同参
画推進センター）　青少年センター　埋蔵文化財センター（松山市考古館）　総合福祉センター　ハーモニープラザ　保健
所・消防合同庁舎　松山総合公園　杖ノ淵公園　庚申庵　りっくる（まつやまＲｅ再来館）　松山中央公園（坊っちゃん
スタジアム・マドンナスタジアム・多目的競技場・屋内運動場・テニスコート・運動広場・アクアパレットまつやま）野外活動
センター　風早の郷　風和里　松山市北条ふるさと館　北条スポーツセンター　鹿島公園　松山市中島総合文化センター

１．健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】
　・地域全体で子育てを支える社会をつくる
　・暮らしを支える福祉を充実する
　・生涯にわたって安心な暮らしをつくる
２．生活に安らぎのあるまち【安全・安心】
　・災害等に強いまちをつくる
　・安全に暮らせる環境をつくる
３．地域の魅力・活力があふれるまち【産業・交流】
　・暮らしを支える地域経済を活性化する
　・都市全体の価値や魅力を向上する
　・広域拠点となる交通基盤を整備する
４．健全で豊かな心を育むまち【教育・文化】
　・子どもたちの生きる力を育む
　・多彩な人材を育む
　・全ての人が尊重される社会をつくる
　・松山市固有の文化芸術を守り育む
５．緑の映える快適なまち【環境・都市】
　・快適な生活基盤をつくる
　・特色ある都市空間を創出する
　・豊かな自然と共生する
６．市民とつくる自立したまち【自治・行政】
　・市民参画を推進する
　・地方分権社会を推進する

　四国で唯一の５０万都市である本市には、空港や港
湾、高速道路といった広域交通や物流の拠点をはじめ、
中心部における商業の賑わいなど、様々な都市機能が集
積する中、松山城や道後温泉などの歴史・文化資源はも
ちろん、瀬戸内海に浮かぶ島々や広大な山 と々いった自
然、またそこに根付いた地域活動など、誇るべき財産が
たくさんあります。
　また、小説『坂の上の雲』に描かれた若き先人達が、
前のみを見つめ坂を上っていくというひたむきな精神や
俳句をはじめとすることば文化は、２１世紀を生きる私た
ちにも息づいています。

　そこで、本市ではこれらの魅力をさらに磨き上げると
ともに、松山の暮らしやすさを全国へ発信する「シティプ
ロモーションの推進」、低炭素社会の実現に向けた「環
境モデル都市の推進」、産官学民が連携した「協働によ
る防災活動等の推進」など、様々な取り組みを進めてい
ます。
　そして、まちづくりの主役である市民が自分たちの住む
地域に「誇りや愛着」を持ち、全ての人が幸せを実感す
ることができるよう「人が集い　笑顔広がる　幸せ実感
都市　まつやま」の実現を目指します。

〈観光・レクリエーション〉

〈名物・特産品〉

〈主な公共施設〉

〈主要課題〉

〈地域づくりの事業等〉
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形態 地方公社の名称 設立登記
年月日

資本金（千円）
出資割合（％） 主　な　事　業　内　容

（特非） 松山市土地開発公社 昭４８．１．２３ １０，０００
（１００．０）

公共用地などの取得・管理・処分

（公財） 松山国際交流協会 昭５７．４．１ １，０００，０００
（１００．０）

国際交流を通して地域の国際化に寄与

（公財） 松山市スポーツ協会 昭５７．４．９ ５５０，０００
（９７．３）

アマチュアスポーツの普及発展

（公財） 松山市文化・スポーツ振興財団 昭５９．７．１６
（合併登記平22.4.1）

１，１５０，０００
（１００．０）

文化・スポーツを通して地域社会の発展に寄
与

（公財） 松山観光コンベンション協会 平 ３．１．１０ ５２１，０００
（４８．０）

コンベンション企画・誘致・支援

　（福）

　

松山市社会福祉事業団 平 ６．３．１ ３，０００
（１００．０）

第１種・第２種社会福祉事業

（公財） 松山市男女共同参画推進財団 平１１．４．１２ ５００，０００
（１００．０）

男女が共に参画できる環境づくりの促進

画　計　本　基想　　　構　　　本　　　基

計　　画　　の　　名　　称 議決年月日 期　　　間 期　　　間

令４年度～０３平令４年度～５２平９１．２１．４２平画計合総市山松次６第　

（令和 2. 4. 1現在）〉況状立設の社公方地るいてし資出が町市〈

松山市

〈総合計画〉

〈行政機構〉※第１部末尾参照 （令和 2. 4. 1現在）


